
平成19年11月29日
第２回 突風等短時間予測情報利活用検討会

気象庁

資料２

平成19年度末に開始する情報について
-シミュレーション事例等の紹介-
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■シミュレーション事例
・平成18年 9月17日 宮崎県
・平成18年11月 7日 北海道網走地方
・平成17年12月25日 山形県

■最新の検証結果
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・府県気象情報で突風のおそれについ
て予告された場合、現行の注意報に
「竜巻」を付加して発表（平成19年度末
実施）

（二次細分区域単位で発表）

雷注意報現象が発生する数時間前

現行の気象情報に、「竜巻など激しい
突風のおそれ」をキーワードとした文章
を付加（平成19年度末実施）

全般・地方・府県気象情報
現象が発生する半日～１
日程度前の状況

なし
現象の発生が予想されな
い状況

・府県予報区担当官署が発表

・平文による新たな府県気象情報

・１時間の有効時間を設けた情報

突風に関する府県気象情報

（平成19年度末実施）
現象発生の可能性が高
まった状況

備考気象台が発表する情報等想定する状況

現象発生

現
象
発
生
の
蓋
然
性

３段階で発表する突風に関する気象情報

■情報が発表されている中で雷雨や風の急変、発達した積乱雲などが
接近した場合には状況に応じた被害軽減のための対策を住民にとっていた
だく。
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突風に関する府県気象情報に利用する技術の概要

総
合
判
定

突
風
に
関
す
る
府
県
気
象
情
報

気象ドップラーレーダーの
メソサイクロン※解析

気
象
レ
ー
ダ
ー
観
測

エコーの強さ等

各種予測データ

数
値
予
報

突
風
危
険
指
数

※メソサイクロン：
気象ドップラーレーダーでは、積乱雲の内部における風の３次元分布を観測する
ことにより、積乱雲の中にメソサイクロンと呼ばれる低気圧性の渦があるかどうかを
判別することが可能です。このメソサイクロンを持つ積乱雲は、海外や国内の研究
から竜巻を発生させる可能性が高いことが分かっています。

（注意）
今回のシミュレーションでは、実
際のドップラーレーダーデータが
得られないため、メソサイクロン
有無の条件を加味することがで
きない。従って、竜巻が発生した
時刻には、メソサイクロンが検出
されていたと仮定し、シミュレー
ションを実施した。
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11時10分ころ 鹿児島県曽於市で突風（F不明）

12時10分ころ 宮崎県日南市で竜巻（F１）

13時30分ころ 宮崎県日向市で竜巻（F1)

14時00分ころ 宮崎県延岡市で竜巻（F２)

15時00分ころ 大分県臼杵市で突風（F２)

15時40分ころ 大分県大分市で突風（F1-２)

【事例１】突風に関する気象情報発表シミュレーション

（平成18年 9月17日 宮崎県）
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レーダーエコー強度 （円内が竜巻発生時の積乱雲）

11時30分 12時20分 13時10分 13時50分 14時30分 15時10分

発
表

更
新

更
新

更
新

更
新

更
新

11時 12時 13時 14時 15時 16時

日南市で竜巻（F1) 日向市で竜巻（F1) 延岡市で竜巻（F2)

突風危険指数

40分の
リードタイム

延岡市で竜巻が発生
する2時間40分前から
情報が継続して発表
されている。

突風に関する府県気象情報の発表ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ（宮崎県）

11時20分 12時10分 13時30分 14時10分

11時20分 12時10分 13時30分 14時10分
判定時のレーダー

竜巻が発生した時刻には
メソサイクロンが検出され
ていると仮定

メソサイクロン
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台風第13号に関する宮崎県気象情報（竜巻のキーワードを含む）

　　雷注意報　　付加事項に「竜巻」

突風に関する府県気象情報

雷注意報

大雨・洪水注意報

強風注意報 　　暴風警報

　　大雨・洪水警報

発表

発表

日
南
市

日
向
市

延
岡
市

突風の発生状況

宮崎県

は継続発表

4時 5時 6時 7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時

4時 5時 6時 7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時

注意報等と突風に関する府県気象情報との関係（宮崎県）
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台風第13号に関する九州南部地方気象情報（竜巻のキーワードを含む）

　　雷注意報　　付加事項に「竜巻」

突風に関する府県気象情報

雷注意報

　　雷注意報　　付加事項に「竜巻」

突風に関する府県気象情報

雷注意報

　　雷注意報　　付加事項に「竜巻」雷注意報

突風に関する府県気象情報

10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時

10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時16日夕方 17日早朝

16日夕方 17日早朝

九州地方

発表 再発表

発表

発表

日
南
市

日
向
市

延
岡
市

臼
杵
市

大
分
市

曽
於
市

突風の発生状況

突風の発生状況

突風の発生状況

発表

鹿児島県

宮崎県

大分県

は継続発表

注意報等と突風に関する府県気象情報との関係（九州全域）
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11時40分ころ 日高町で竜巻（F１）

13時23分 佐呂間町で竜巻（F3)

14時30分ころ 陸別町で突風被害

【事例２】突風に関する気象情報発表シミュレーション

平成18年11月 7日 北海道網走地方
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13時00分

発
表

13時10分 13時20分 13時30分

13時20分13時10分 13時30分
13時23分佐呂間町で竜巻（F3)

レーダーエコー強度 印が竜巻発生地点

13時00分

13分のリードタイム

突風に関する府県気象情報の発表ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ（網走地方）

突風危険指数

判定時のレーダー

13時00分までにメソサイクロン
が検出されると仮定している

13時00分 13時20分

メソサイクロン
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低気圧に関する網走・北見・紋別地方気象情報（竜巻のキーワードを含む）

雷注意報 　　雷注意報　　付加事項に「竜巻」

突風情報

強風注意報

大雨注意報

佐
呂
間
町

突風の発生状況

発表

網走支庁

4時 5時 6時 7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時

4時 5時 6時 7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時

発表

注意報等と突風に関する府県気象情報との関係（網走地方）
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低気圧に関する北海道地方気象情報（竜巻のキーワードを含む）

　　雷注意報　　付加事項に「竜巻」

突風情報

雷注意報

　　雷注意報　　付加事項に「竜巻」

突風情報

　　雷注意報　　付加事項に「竜巻」

突風情報

突風情報

雷注意報

雷注意報

雷注意報

雷注意報

10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時

10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時

北海道地方

発表 再発表

発表

発表

陸
別
町

佐
呂
間
町

日
高
町

突風の発生状況

突風の発生状況

突風の発生状況

発表

胆振・日高支庁

十勝支庁

網走支庁

6日夕方 7日早朝

6日夕方 7日早朝

は継続発表

発表

注意報等と突風に関する府県気象情報との関係（北海道）
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19時10-15分ころ 酒田市で突風

【事例３】突風に関する気象情報発表シミュレーション

平成17年12月25日 山形県
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羽越線事故には4分のリードタイム

発
表

19時10分19時00分 11分 15分14分13分12分

沿岸部では突風被害始まる

羽越線事故は14分に発生
リードタイムなし

19時10分19時00分

情報を発表できなかった
可能性も十分有りうる

レーダーエコー強度 印が羽越線事故発生場所付近

突風危険指数

判定時のレーダー

19時00分までにメソサイクロン
が検出されると仮定している

メソサイクロン

突風に関する府県気象情報の発表ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ（山形県）
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雷注意報　（竜巻の付加は無し）

低気圧に関する山形県気象情報（竜巻のキーワードは無し）

突風情報

突風情報発表なし

想定１

想定２

風雪注意報 暴風雪警報

山形県

発表

酒
田
市

突風の発生状況

25日早朝 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時 20時 21時 22時

25日早朝 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時 20時 21時 22時

注意報等と突風に関する府県気象情報との関係（山形県）
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○検証期間と対象都県

１都７県（東京、栃木、群
馬、埼玉、茨城、千葉、神奈川、
山梨）は、2006年5月～2007年
9月の冬期（12～3月）を除く
13ヶ月間のデータ

10県（宮城、山形、福島、
新潟、長野、静岡、愛知、岐阜、
三重、滋賀）は、2007年4月～9
月の6ヶ月間のデータ

突風危険指数とメソサイクロン
の検出結果を用いて、府県予報
区単位で情報を発表した場合に
ついて検証を行った。

竜巻 ：4例
ダウンバースト ：4例
竜巻かダウンバーストかを
特定できなかった突風：11例

・適中率： 7%
・捕捉率： 33%

・１県あたりの年間発表回数
11回

・想定される発表回数：
1ヶ月に１回程度
（現行の雷注意報発表回数
の約1/12）

+30 +30

0×

+10

× ×

-40

-10

+30

-10
×

+10

-20

×
××

×

×

数値は、
突風有り判定時刻ー突風発生時刻（分）、
×は突風有り判定なし。

検証結果

【検証】 突風に関する府県気象情報の精度
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○検証期間

2006年5月～2007年9月
の冬期（12～3月）を除く13ヶ月
間のデータ

2007年4月～9月の6ヶ月
間のデータ

22 2
2

20 2
3

7 1
3

5 0
0

7 0
4

0 0
1

3 0
3

13 1
2

1 0
0 2 0

0

1 0
1

3 0
0

1 1
0

2 1
0

5 0
1

11 0
0

18 1
0

13 1
0

【検証】 突風に関する府県気象情報の精度（補足資料）

空振数
（情報発表有、現象発生ナシ）

見逃数
（情報発表ナシ、現象発生有）

適中数
（情報発表有、現象発生有）

各都県に記載した数値（件数）の意味

全都県合計件数全都県合計件数

情報有

突風有

10件

20件

134件
突風無

（約120,000件）

適中数

見逃数

空振数

＊

(注) この表では突風回数が10+20=30となる。
実際の突風事例数は19だが、県境付近で発生
した突風は両県で1回とカウントしたため、検証
上の突風回数は実際の突風事例数より多い。

左下の回数は、情報の発表機会の最大値。
有効時間が1時間なので、1日最大24回発表可能。
都県数×検証日数×24≒120000

＊

情報無
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「竜巻」をキーワードとする
予告的な気象情報

「竜巻」を付加した
雷注意報

『竜巻注意情報』

竜巻発生!!

半日～1日前

数時間前

０～１時間前

2％

7％

1％

突風に関する気象情報発表時の竜巻発生の可能性の比較【試 算】

気候学的な発生率
○の中の数値は、1時間内に都県内で竜巻等の
突風が発生する可能性を示したものです。

『竜巻注意情報』は現象の発現を、発表後約１
時間を対象としているので、比較のために、いず
れの情報も１時間に規格化しました。

ここに示した数値は、データが最も長い期間揃ってい
る関東地方の約１年間のデータを用いて試算したもの
で、限られた地域、限られた期間のものです。

予告的な気象情報の対象となる有効時間は24時間、
雷注意報は12時間と想定、竜巻注意情報は1時間。

0.2％

雷注意報〔 現状 〕

現状との比較で約35倍

現状との比較で約10倍

『竜巻注意情報』が発表された時には、現在の雷注意
報に比べて、竜巻が起こる可能性が約35倍高くなっ
ていると言えます。

0.03％


